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U1となり、両者ともに取引前より高い効用水準に
到達できることが分かる。
　このように、リンゴとバナナの合計の数は全く
変わらなくても、取引によって２人同時に効用水
準を上昇させることが出来るのである。経済取引
とは、限られた資源の再配分を通じて、両者の効
用水準を高める行為と考えることが出来る。つま
り、社会的に経済取引が活発になるということは、
それだけ社会全体の効用水準が上昇するというこ
とを意味しているのである。
３．知識と思考の補完性について
　前節までに、科学技術の発達や、貨幣の発明を
始めとする経済社会の高度化及び、取引の拡大に
より、人類社会は驚異的な発展を遂げることがで
きたことを確認してきたが、人類はこれまで同様
に社会の発展を継続できるのだろうか。これは、
環境問題を論じる際に頻出する「持続可能な発展」
の議論と関連するが、ここでは、人間の知性の高
度化という観点から、文明の発展の持続性につい
て考えて行きたい。
　科学技術によって支えられている現代社会は、
学歴社会であるとよく言われる。人生の進路は頭
の善し悪しによって選別されるというわけである。
体力や性格よりも、知力が重視される世の中と言
い直すこともできるだろう。もちろん、この学歴
社会という考え方に対しては様々な意見があり、
その是非についての議論をここですることは出来
ないが、科学技術を維持、発展させて行くために
は我々人類も知力を高める必要があるという点は
否定できないだろう。それでは、そもそも知力と
はどのようなものなのだろうか。
　人の知力を評価する言葉として、「知識が広い」
や「思慮深い」などがあげられる。ここで、“広い”
は水平方向の広がりを示す言葉であり、“深い”は
垂直方向の高低を示す言葉である。ここから、思
い切って議論を単純化し、知力の評価には横方向
と縦方向が存在することとして議論を進めたい。
そうした場合、現代社会でより必要とされる知力
はどちらの方向のものだろうか。どちらかという
と水平方向の知力、つまり、知識と言えるだろう。
なぜなら、知識は試験結果などの向上に直接結び
つくからである。
　受験勉強などを通じて知識の獲得競争を続けて
いる現代人の知識は、人類の歴史上かつてない水
準に達していることに疑いの余地はない。地球は
丸く、そして、太陽の周りを回っていることは現
代人のほとんどが常識として知っているが、これ
らは、中世の時代に生きた多くの人々にとっては
全く想像すら出来なかった事実である。このよう
に、中世の天才達が一生をかけて手にした知識を
現代人は10才くらいまでには常識として吸収し
ている。そして、現代においても、文明の発展と
ともに知識は急速に、そして加速度的に蓄積され
続けている。
　以上のように、科学の進歩とともに、知識は凄
まじい勢いで蓄積されているが、この知識の過剰
な蓄積が人類の知性を低下させる可能性について、
以下で説明したいと思う。そのために、まずここ
で、ルソーの『エミール』（ルソー，1762）の知
性に関する文章を紹介しよう。
「一見したところなんでもやすやすと学べるとい
うことは、子どもにとって破滅の原因となる。そ
ういうふうにやすやすと学べるということこそ、
子どもがなに一つ学んでいない証拠であることが
人にはわからない。なめらかに磨かれたかれらの
頭脳は、ちょうど鏡のように、まえにある物体を
映し出す。しかし、なに一つあとに残らず、内部
に入っていかない。子どもはことばを覚え、観念
は反射されるだけだ。子どもの言うことを聞いて
いる者にはその意味がわかるが、子供にだけはそ
れがわからない。」
　ルソーは以上の文章の後に、「記憶と推論とは
本質的に違う２つの機能であるとはいえ、それら
はあいともなわなければほんとうに発達しない。」
と記している。
　これは、知識の獲得と思考は補完しあって初め
て知性を高めることができると言い換えることが
できるだろう。知性を高めるためには知識の蓄積
だけでは不十分であり、知識は思考によるその理
解を伴って初めて知性を高めることになるのである。
　以上の、知識と思考の補完による知性の向上に
ついて、無差別曲線を用いて、次節で考えてみよう。
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４．人類の進歩について
　　〜文明が発達するほど人は愚かになる〜
　本を読む、先生や友達の話を聞く、自然観察を
するなどの活動は知識の獲得時間となる。一方、
得られた知識や体験した出来事を自分なりに消化
する活動が思考時間となる。
　知識の獲得に時間を費やすほど、そして、思考
する時間を増やすほど知性は高まるが、知識と思
考は補完的に知性を高める。この様子は前節の図
２で紹介したリンゴとバナナの消費によって効用
水準が高められる様子を示した無差別曲線と同様
に考えられる。
図３　知識と思考の補完による知性の向上
　図３には任意の知性水準（I0, I1, I2）に対応する
無差別曲線が描かれている。それぞれの無差別曲
線はある知性水準に到達するために必要な知識獲
得時間と思考時間の組み合わせを示す曲線となっ
ている。つまり、ある知性水準に到達する道は無
数にあり、知識の獲得が難しい場合は、思考時間
の増加で補うこともできるし、知識の獲得が容易
な場合は、より短い思考時間で同じ水準に到達で
きる様子を示している。
　知識の獲得時間と思考時間の両方を増加できれ
ば、知性水準はより高まり、右上の無差別曲線へ
とステップアップできるが、無限に知性を高める
ことはできない。なぜなら、人間には限られた時
間しか与えられていないからである。人それぞれ
寿命に多少の差はあるが、１日に与えられた時
間は24時間である。寝る間も惜しんで知識を蓄
えても、１日では24時間が限度であるし、１日
中思考し続けても24時間が限度である。24時間
を365回繰り返せば１年となり、それをだいたい
100回繰り返せば、人間の一生は終わる。
　以上の、知性を高める上での時間的制約が図３
に右下がりの直線で示されている。この時間制約
線を超えた知的活動は我々にはできない。この制
約内で、知性水準が最も高くなるのは時間制約線
と無差別曲線が接する点となり、その知性水準は
I2となる。
　同じ時間制約線上でも、この点から左上に行く
と（知識の獲得時間を減らし、思考時間を増やす）、
知性水準はI2からI1、そして、I0へと下がっていっ
てしまう。逆に、最高到達点から右下に行っても
（思考時間を減らして、知識の獲得時間を増やす）、
知性水準はI2からI1、そして、I0へと下がっていっ
てしまう。つまり、決まった時間制約の中で、知
性水準を最も高めるためには、思考と知識の獲得
をバランスよく行うことが必要であることがわかる。
　以上の議論を、原始社会と現代社会の比較に応
用してみよう。原始社会では１日の大半を、思考
活動に費やしていたと考えることができる。星空
を観察した後は、想像力豊かに星座を思い描く時
間がたっぷりとあった。しかしながら、身の回り
の自然から得られる知識以外に、外部から入って
くる知識はほとんどなかった。
　その後、歴史の進展とともに、言語の高度化や
書物の流通、そして、インターネットの普及まで、
人が接する情報は爆発的に拡大し、現代社会では、
ほとんど思考する間も無く、知識の蓄積に時間が
取られている。以上の歴史的流れは、図３の時間
制約線上の左上から右下への移動として捉えるこ
とができる。原始社会の知的水準は、知識量の不
足から低い水準にあったと言えるが、現代社会は
逆に、思考時間の不足から、やはり知的水準は低
い状態になってしまっていると言える。
　人間の知力が丸い風船のようなもので表される
としたら、現代人の知力は非常に薄っぺらに潰れ
た風船になっているのではないだろうか。
　現代人は「地球は丸く、太陽の周りを回ってい
る」ことを常識として知っているが、なぜ、そう
言えるのか、その根拠を説明できる人は少ないだ
ろう。また、現代人はテレビや車、携帯電話を巧
みに操るが、その内部原理を理解する人はさらに
少ないと思われる。
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5. おわりに
　現代社会では考えるよりも知ることが大事であ
り、考えることは、むしろスマートに生きるため
には邪魔になるともいえる。つまり、現代科学技
術文明が進歩するほど、知力の風船はますます扁
平になっていくだろう。現代人は非常に多くのこ
とを知っていて、そしてそのほとんどを理解して
いないのである。科学技術文明が進歩するほど、
人類の考える力、思考力は低下していくのではな
いだろうか。
　現代文明で暮らす人類はその科学技術による恩
恵を享受する一方、環境問題など深刻化する様々
な問題に直面し、これらの問題のほとんどは解決
に向かうどころか、悪化の一途をたどるような愚
かな行動に歯止めがかからなくなっている。この
原因は知力を水平方向（知識）のみに歪（いびつ）
に広げ過ぎたためではないだろうか。
　そうだとすれば、いま、風船を無理のない丸い
形に修正する必要がある。つまり、与えられた情
報を鵜呑みにするのではなく、一人一人が自分の
頭で考えることが、状況の改善の第１歩となるの
である。
　このまま人類が知識の蓄積のみに突出した文明
に突き進めば、極限まで潰れた知性の風船は破裂
してしまうだろう。知識は現代にくらべて非常に
少なかった時代に暮らした人々の、知性水準の高
さを示す例は、文学、絵画、音楽、政治、様々な
分野で見られる。
　昔の日本人の知性の高さを示す一つの例として
平家物語から次の文を引用し、この論文を閉じた
いと思う。
  「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり。
　沙羅双樹の花の色、盛者必衰の理をあらわす。 
　奢れる者久しからず、ただ春の夜の夢のごとし。」
現代文明にこそあてはまるのではないだろうか。
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